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京都市持続可能な行財政審議会の設置について 

 

持続可能な行財政の確立に向けて，歳入・歳出の両面から行財政改革を加速させて

いくため，外部有識者会議として，「京都市持続可能な行財政審議会」を設置しますの

でお知らせします。 

 

１ 設置の目的 

京都市では，市民１人当たりの市税収入が他の指定都市の平均を下回るなど，構

造的に財政基盤が脆弱であることに加え，地方交付税が大幅に削減され，一般財源

収入がピーク時から大幅に減少した状態にあります。 

また，平成３０年に相次いだ災害からの復旧・被災者支援に６５億円もの一般財

源を投入し，しっかりと対応したことなどにより，令和元年度に財政調整基金が枯

渇しています。 

こうした中にあっても，全国トップレベルの福祉，医療，子育て支援，教育を維

持・充実し，市民の安心・安全を守ると同時に，将来の京都の成長・発展のための

先行投資を着実に進める必要があり，これに必要な財源を，将来の借金返済に充て

るべき「公債償還基金」を取り崩して確保するなど，極めて厳しい財政運営を余儀

なくされています。 

また，今般の新型コロナウイルスの感染拡大に伴い，市民生活・地域経済の下支

えは躊躇なく進める必要がある一方で，市税や府税交付金は大幅な減収が見込まれ

るほか，市バス・地下鉄事業の減収も深刻な状況になっています。 

こうした危機にもしなやかに対応し，増え続ける行政ニーズに必要な財源を安定

的に確保することができる「持続可能な行財政の確立」は，その重要性がますます

高まっています。 

このため，今後，進めていくべき歳入・歳出の両面の行財政改革について，徹底

した市民公開のもと，中長期的な視点で，専門的な見地から議論を行う「京都市持

続可能な行財政審議会」を設置し，市民ぐるみで議論することといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 審議会での主な審議項目 

⑴ 本市財政構造等の分析と課題抽出 

・他の指定都市との比較等による本市の財政構造等の分析 

・財政構造の抜本的改革のための課題抽出 

⑵ 財政構造の抜本的改革等の検討 

・社会福祉を含むあらゆる市民サービスの持続可能性の検証 

・行政の仕事のあり方の検証と効率的な執行体制の確立 

・課税自主権の活用 

・将来の市民負担（交付税措置のない市債残高等）の縮減 

・保有資産の有効活用(保有量の最適なマネジメント，地域の活性化につながる 

跡地活用) 

・市民の豊かさや税収等の増加につながるまちづくり 
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４ 大まかな審議会の流れ（予定） 

年月 活動スケジュール 備考

令和２年7月
＜第１回審議会＞
　財政構造等の分析と課題抽出
　改革の方向性の検討

令和２年７月
　　　～
令和３年１月

＜第２～６回会議＞
　具体的な改革項目について，
　審議会での集中的な議論

令和３年２月 ↓
令和３年度予算案の公表
(審議会での議論は予算編成にも反映)

第７回会議
　議論の総括と答申案の検討

令和３年３月 審議会答申受理

令和３年３月以降
答申を踏まえて，行財政改革に関する計画
を策定  

 



５ 第１回審議会の開催について 

⑴ 開催日時 

令和２年７月２日（木）午後５時から７時３０分 
※ 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため，オンライン会議方式での実施 

⑵ 場所（事務局及び傍聴席） 

職員会館かもがわ ２階 中会議室（中京区夷川上末丸２８４） 

⑶ 内容 

・ 本市財政構造等の分析と課題抽出 
・ 今後の改革の方向性の検討 

⑷ 会議の傍聴について 

・ 会議は，オンラインでの開催としますが，会場には，傍聴席を設けます。 
・ 記者席も，別途用意します。 
・ 傍聴の受付は，当日午後４時３０分から４時５０分まで会場で行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜参考資料＞ 

公債償還基金の残高について 

１ 公債償還基金の取崩しの現状 

 〇 地方公共団体の借金の返済の仕方は，毎年度，一定額を返済する方法（定時  

償還）と，最終返済年度に全額を返済する方法（満期一括償還）の二種類があり

ますが，わが国の債券市場の主流は後者となっています。市場・買い手のニーズ

に対応するため，国が満期一括償還を推奨しており，この場合，毎年度，計画的

に一定額を公債償還基金に積み立てて，最終返済年度にそれまで積み立てた分を

取り崩して返済額の財源に充てることとなります。 

 〇 京都市では，財政基盤がぜい弱な中，市民サービスを維持・向上させるため，

この公債償還基金を毎年度の市債償還に必要な額以上に取り崩して，市税・地方

交付税などの通常の財源では不足する財源の穴埋め（特別の財源対策としての公

債償還基金の取崩し）を行ってきました。 

 〇 この特別の財源対策としての取崩し額が令和２年度当初予算では１１９億円と，

過去最大となっています。また，その累計は６７８億円と，将来の市債償還の  

ために積み立てておくべき残高の３分の１に上ります。（資料１） 

 

２ 公債償還基金の残高の今後の傾向 

 〇 令和２年度当初予算の市会での御審議においても，このまま特別の財源対策と

しての取崩しを続けても大丈夫なのかという，御指摘をいただいており，この間，

本市では，公債償還基金の残高の見通しの前提となる，中期財政収支見通しの  

検討を行ってきました。 

 〇 しかしながら，今般の新型コロナウイルスの感染拡大によって，全国的に社会

経済情勢が不透明になる中，市税等の歳入も見通すことができず，現時点で中期

財政収支見通しの作成は困難となっています。 

 〇 一方で，毎年度の市債償還に必要な取崩し額（特別の財源対策としての取崩し

を除く）は，過去の市債の発行額から推計することが可能です。過去の市債の発

行額を見ると，現在の市民生活に欠かせない施設である，鉄道立体交差化（ＪＲ

山陰本線二条～花園駅，近鉄京都線東寺～竹田駅），東北部クリーンセンター，梅

小路公園，京都コンサートホール，区役所総合庁舎化（東山区役所，伏見区役所

深草支所）などの，平成初期の大規模な投資事業を行った際に発行した多額の市

債の満期一括償還年度が到来します。（投資的経費決算のピーク平成10年度1,769

億円は平成 30 年度決算 830 億円の 2.1 倍） 

 〇 このため，毎年度の市債償還のための取崩しが増加していき，収支不足を穴埋

めするための取崩し（特別の財源対策）がなくても，残高は，令和６年度から横

ばい，令和１１年度からは減少傾向となります。（資料２） 

 〇 こうしたことから，特別の財源対策はいつまでも続けられるものではなく，  

市民の皆様にこのような現状をお伝えする必要があるため，中期財政収支見通し

とは別に，今後，仮に一定の取り崩しを行った場合に，残高はどうなるのかにつ

いて，機械的な試算を作成しました。（資料３）  



 

 

本市の公債償還基金残高の推移 
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○ 本市の市債の一部は，市債発行後 30 年後に一括して償還する「満期一括償還方式」

を採用していることから，毎年度，過去の市債発行額に応じて，計画的に一定額を

公債償還基金に積み立て，最終返済年度にそれまで積み立てた分を取り崩して返済

している。 

○ 本市では，財政基盤がぜい弱な中，市民サービスを維持・向上させるため，この

公債償還基金を追加で取崩して，不足する財源を穴埋め（特別の財源対策としての

公債償還基金の取崩し）している。 

○ この累計が６７８億円まで拡大しており，本来，２，０３３億円の残高を確保す

る必要がある中，実際の残高は１，３５５億円となっている。 

※ ただし，計画的な積立てにより，基金残高自体は 10 年前の７０１億円から，    

１，３５５億円と６００億円以上増加しており，現時点では，当面の償還に必要

な残高は確保 
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